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宮若市事故発生場所，新聞記事抜粋（7/21(金)19:24，西日本新聞）

「嫌だ、息をして」娘の名前呼び叫ぶ母親 夏休み初日…福岡の川で溺れ小6女児3人死亡

21日午後0時50分ごろ、福岡県宮若市福丸の犬鳴川で、「友達が（川から）上がってこない」と小学生から110番があった。県警
直方署や直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部によると、午後1時半ごろ、消防と警察が川から小学校高学年の女児3人を救助
したが、搬送先の病院で3人の死亡が確認された。消防によると当時、計8人ほどが犬鳴川で遊んでいたといい、女児たちは何らか
の理由で溺れたとみられる。宮若市教育委員会によると、3人は市内の小学校に通っており、21日から夏休みだった。

犬鳴川と山口川の合流点を
中心に図とした赤枠の領域：
東西方向：約100m
南北方向：約100m
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水位・雨量計測地点
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事故日および調査日の水位・天候

約５ｋｍ



現地調査（2023年8月26日）

水難学会事故調査委員会

水難学会技術調査委員会

鞍手広域市町村圏
事務組合消防本部

・聞取り調査（動線，発見場所，状況など）
・地形把握（測量棒，測深器）
・底質把握（底質採取，水底勾配，推定撮影）
・航空写真撮影



③水底状況把握

底質採取

水底撮影

②水底地形把握

ﾒﾓﾘｰ式測深器

無人航空機

④地形把握

水面

水底

陸上

上空現地調査での作業内容イメージ

測量棒

現地調査での作業内容イメージ（2023年8月26日）

・機材準備
（選択，ﾒﾝﾃ，ﾊﾟｯｹｰｼﾞ，発送）

・情報収集，行政への
作業届 （県,市,町,消防）

・消防への依頼
・無人航空機関連申請
（ﾌﾗｲﾄﾌﾟﾗﾝ，無人航空機
飛行認可，操縦士資格）

・予算・旅程・人員調整

⓪事前準備

傾斜角把握

①聞き取り調査



犬鳴川
犬鳴川

山口川事故発生場所
入水場所

現地の様子（2023年8月26日）(護岸の上から）



事故発生場所
犬鳴川

山口川

犬鳴川

進行方向

現地の様子（2023年8月26日）(入水場所から事故発生場所方向）

水底見える

水底見えない

遠浅が続く地形と錯覚しやすい



JR橋

水深急増

砂嘴先端部

水底見える

水底見える

水底見えない

他事故現場との比較（白石川,2021年8月2日)(入水場所から事故発生場所方向）

共通点：遠浅が続くと錯覚しやすい



記録者
作業者

測量棒

周囲警戒者

補助者

ヘルメット

浮具

作業状況（作業分担，安全確保）



現地の様子（2023年8月26日）
(無人航空機で入水場所から事故発生場所方向）



事故発生場所 入水場所

犬鳴川

山口川

現地の様子（2023年8月26日）(領域のオルソ画像）

大
水
深

オルソ画像：3D情報が入った画像．数値シミュレーション用のデータを作成できる．
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現地を無人航空機で上空から撮影



水底の様子（2023年8月26日）
(事故現場の水底を潜水調査）



潜水中
姿勢維持のため斜面の小石を掴んでいるが小石の変動なし

締まった底質

底質の様子（2023年8月26日）
(事故現場の水底を潜水調査）

他現場では脆く崩れやすいこと多い⇒いつもと違う

小石を掴んでいる
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斜面

事故現場の傾斜角度の把握（2023年8月26日）

傾斜角27°
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θ

0.7m

0.4m

他写真で見る事故現場の傾斜角度の把握

傾斜角度は約30°



10 cm

事故現場で採取した底質

礫状の底質



安息角（水中）と平均粒径の関係

久宝保，“土砂の水中傾斜角について”，土木技術，第６巻，第５号，1951, pp.2-4.
Allen, J., “Scale Models in Hydraulic Engineering”, Longmas, Green and Co., 1947, p.212.

34～40度

底質の大きさからみる事故現場の水底斜面の安定状況

現地の傾斜角度は27°～30°

安息角より小さい

斜面脆くない
（締まっている）

潜水中の底質の
イメージと一致



連鎖沈水の実験（2023年8月26日）
(手を繋いだまま連鎖的に沈水）

事故発生場所

犬鳴川
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水深，水温計測 GNSS,データ記録

電源

浮上式
容器

事故現場の水深の平面的把握(測深器の平面移動による水深把握)



測深器で水深計測時の状況

振動子（水中で下向きに設置）

容器は水面へ浮上（浮力計算済）



作業監視
周囲警戒

作業者

測深器

ヘルメット

浮具

測深器での作業状況(安全監視,作業指示,測深器移動)

水面移動
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測深器および測量棒で把握した水深分布

Google Earth

無人航空機取得画像



犬鳴川

山口川

入水場所

連動沈水
1m

1m

2m

沈水結手
2m

事故現場の水深分布

溺水者は急な水深変化場所で滑落するように沈水
そのまま水底方向へ沈水し，溺水



◎気象
・事故前に降雨はなく，晴天が継続して水位や流況は平穏な状況．
◎水面の状況
・２つの河川の合流場所
・入水場所では浅く水底までがよく見えるが，事故発生場所は太陽光で水面が反射し水中の
は見えない状況．
→入水場所から浅い地形が続くと視覚的に錯覚しやすい．
◎底質
・砕石状の小石が堆積し急勾配地形を形成．
・水底勾配は約27度，底質は締まった状況．表面は藻などの植生で滑りやすい状況．
・足を踏み入れると滑落するように沈水し，身体は勾配以上に大きく沈下する状況．
◎地形測量
・急激に水深が増大する地形．最大水深は2 m以上．
◎推定事故発生原因
・報道情報では，事故直前には溺水者達は手を繋いで入水していた模様．先行者が転倒しな
がら沈降することで後続者が先行者に引きずられるようにバランス
を崩して沈降した可能性．
◎類似地形での事故発生防止にむけて
・「子供同士で川には近づかない」ことの徹底し，地域や学校で決まりとして守る．
・可動堰付近の河川では，水位が常に大きく変動することを地域住民がしっかりと認識する．
・水利施設の近辺にはフェンスを設置して関係者以外の川への立入を制限する．
・子どもたちは，非常時には浮いて救助を待つ実技を，水難学会ういてまて教室で学ぶ．
（沈水時の緊急浮上，その後の背浮きの一連の動作も実技プログラムに含まれる）

まとめ
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